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【河道掘削（⾼⽔敷掘削）】
・河積の増⼤を⽬的とした主要な事業メニュー。
・掘削地の冠⽔頻度は向上する。
→氾濫原環境の保全・再⽣と調和的

【氾濫原】
・⾼い⽣物多様性を有する。
・狭い堤外地に物理的に制限されている。
・⼟砂量・流量の変化（⼈為インパクト）により変質。
→みお筋の河床低下に伴う『樹林化・⼆極化』

・⽣物の⽣育・⽣息環境の劣化が懸念される。
1973 1988 2003

河道の景観変化

河道内氾濫原の評価・再生技術
～背景と目的～

⾼⽔敷掘削直後の様⼦

「河道掘削」を「氾濫原環境の創出
の機会」と捉え、戦略的に氾濫原の
保全・再⽣を図る！

①現状評価
・どこに保全すべき・再⽣すべきエリアがあるか？

⽬的①：氾濫原環境の評価⼿法を開発する

河道内氾濫原の評価・再生技術
～背景と目的～

直轄河川の
数⼗〜100㎞区間

②掘削⼿法
・どんな掘削⾼さ？
・どんな平⾯位置？
・⽔⽣⽣物にとって好適な⽔域形状とは？

⽬的②：具体的な掘削⼿法を提案する

河道内氾濫原の評価・再生技術
～背景と目的～

イシガイ類

ワンド・たまり
（氾濫原⽔域）

【イシガイ類】
・氾濫原に依存する代表的な⽣物
・多様な⽣物間相互作⽤
・物理・⽔⽂環境との密接な関連性

↓
・低地河川⽣態系の指標性が⾼いことが⽰唆。

Aldridge et al. (2007) 

底⽣動物の種数と
⼆枚⾙の⽣息量

⿂類の種数や多様度と
⼆枚⾙の⽣息量

Negishi et al. (2013)

①回帰モデル評価マップ
冠水頻度マップの作成
・水位観測所日水位
・定期横断測量

②氾濫原⽔域マップ
河川環境基図の水域データ

イシガイ類の生息確率（％）
＝exp{a+(b×冠水頻度)}

／[1+exp{a+(b×冠水頻度)}]

イシガイ類生息確率モデルの
活用 （ロジスティック回帰モデル）

回帰モデル評価マップ （％で
表される）

【現状評価】 河道内氾濫原環境の評価フロー

③総合評価マップ

6評価区分

管理への活⽤
保全・再⽣適正地の抽出
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河道内氾濫原環境の評価フロー

評価⼿法の詳細は、以下の論⽂をご参照ください
※精度・汎⽤性を⾼めるための課題も解説



①回帰モデル評価マップ
冠水頻度マップの作成
・水位観測所日水位
・定期横断測量

②氾濫原⽔域マップ
河川環境基図の水域データ

イシガイ類の生息確率（％）
＝exp{a+(b×冠水頻度)}

／[1+exp{a+(b×冠水頻度)}]

イシガイ類生息確率モデルの
活用 （ロジスティック回帰モデル）

回帰モデル評価マップ （％で
表される）

河道内氾濫原環境の評価フロー

⽔位観測所 A

⽔位観測所 B
中間地点

⽔位超過回数曲線 縦断200mピッチの横断LHデータと照合

①回帰モデル評価マップ
冠水頻度マップの作成
・水位観測所日水位
・定期横断測量

②氾濫原⽔域マップ
河川環境基図の水域データ

イシガイ類の生息確率（％）
＝exp{a+(b×冠水頻度)}

／[1+exp{a+(b×冠水頻度)}]

イシガイ類生息確率モデルの
活用 （ロジスティック回帰モデル）

回帰モデル評価マップ （％で
表される）

河道内氾濫原環境の評価フロー

回帰モデル（⽣息確率モデル）

既存モデル
or 対象河川で構築するモデル

イシガイ類の生息、環境因子
の現地調査データに基づく

①モデル評価値（%）
高：≧75%、中：15～75%、低：＜15%

①回帰モデル評価マップ
冠水頻度マップの作成
・水位観測所日水位
・定期横断測量

②氾濫原⽔域マップ
河川環境基図の水域データ

イシガイ類の生息確率（％）
＝exp{a+(b×冠水頻度)}

／[1+exp{a+(b×冠水頻度)}]

イシガイ類生息確率モデルの
活用 （ロジスティック回帰モデル）

回帰モデル評価マップ （％で
表される）

河道内氾濫原環境の評価フロー

既存の水域SHPデータを活用
・水域と重なるメッシュ
・水域と重ならないメッシュ
を区別

①モデル評価値（%）
高：≧75%、中：15～75%、低：＜15%

②氾濫原水域
水域の有、無

保全エリアの見極め （現状、生息の可能性が高い）

評価区分の⽣成

6評価区分

モ
デ
ル
評
価
値

③総合評価マップ

A:モデル評価値「⾼」、⽔域「有」→ 原則保全 （特にAが集中してる場所）

再生適正地の抽出 （簡易な操作で生息場機能の回復が見込める）

Aʼ:モデル評価値「⾼」、⽔域「無」→ ⽔域の創出
B:モデル評価値「中」、⽔域「有」→ 冠⽔頻度を向上させる⼯夫（導⽔路、⾯的掘削）
Bʼ:モデル評価値「中」、⽔域「無」→ ⽔域の創出と冠⽔頻度の向上

CやCʻ → より⼤規模な掘削が必要

河道内氾濫原環境の評価アウトプット

掘削手法の検討 ～掘削高さ～

地区 施工年 掘削高さ

N H19 豊水位 +0.5m
J H19 平水位～豊水位

I H18 平水位～豊水位

F H17 豊水位

D H13 渇水位～低水位

地区 施工年 掘削高さ

G H16 豊水位 -0.9～0.2m
B H13 豊水位

A H12 豊水位

地区 施工年 掘削高さ

H H18 豊水位程度

E H14 渇水位以下

床固上流：渇水位以下

床固下流：豊水位以上

L H15 豊水位

C H13 平水位 +1.0m
O H17 平水位

M H16

揖斐川の⾼⽔敷掘削
全１４⼯区
・様々な掘削⾼さ
・様々な施⼯年
（様々な経過年数）

イシガイ類⽣息状況 ※渇⽔位以下を除く 掘削後の⼟砂堆積速度

堆積速度：5〜１２cm/年
※５〜１０年で低⽔位から豊⽔位の⾼さへ
上昇することに相当

トンガリササノハガイイシガイ ドブガイ属

掘削手法の検討 ～水域形状～

すり鉢状の⽔域

⽔深60㎝以浅の
⽔際部に⽣息が
限定

全体に浅く、堆積泥厚が
適度な⽔域
全域に⽣息。
⽔深30〜40cm
の中央部で特に
多い。

全体に浅いが、粘⼟層
の露出する⽔域

全体に⽣息数は
少ない



掘削手法の検討 ～水域形状～

堆積有機物量多い多い 中少

樹冠の張出し幅

イシガイ類の生息不適 不適好適 好適

樹冠・堆積有機物量・イシガイ類⽣息の3要因間の関係

密接な関係

掘削手法の提案

【掘削⾼さ】
・⽔⽣⽣物⽣息場機能および⼟砂堆積速度の観点から
低⽔位〜平⽔位程度が良いようだ

【⽔域形状】
・イシガイ類の⽔域内分布から
60㎝以浅の広い領域があると良い

・イシガイ類－堆積有機物ー樹冠との関係から
樹冠に覆われない程度の横幅（⼗数m以上）があると良い

【平⾯位置】
・検討中


